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<講演要旨>
　siRNAやmicroRNAなどの小分子RNAは、単独で働くわけではなく、RISCと
呼ばれるタンパク質・小分子RNAの複合体を形成することで、はじめて自分自身
と相補的な標的mRNAの発現を制御することができる。本セミナーでは、RISC
がどのようにして組み立てられ、どのような機能を持っているのかについて、
我々の最近の知見を紹介する。
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※本セミナーは筑波大学若手イニシアティブ主催セミナーです。奮ってご参加下さい。
連絡先：生命環境科学研究科　杉山智康（内線8049、sugiyamt@biol.tsukuba.ac.jp）


